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琉球舞踊譜（８）

～女踊り・諸屯譜～

金城光子

RyukyuanDanceNotation（８）

TheNotationofWoman，ｓＤａｎｃｅ：Shudun

MitsukoKINJO蝋

(ReceivedApril28，1994）

Abstract

ＴｈｉｓｐａｐｅｒｉｓａｃａｓｅｓｔｕｄｙｏｆｔｈｅＲｙｕｋyuanDancenotationapplyingtoaclassical

dance，“Shudun,',ｏｎｅｏｆｔｈｅｗｏｍａｎｓｓｅｖｅｎｄａｎｃｅｓ・Ｔｈｅｍａｉｎｃｏｎｃｅｒｎｏｆｔｈｉｓｄａｎｃｅｉｓ

ｔｈｅnotionofawife'sfeelingoflonelinessandmelancolyfortheabsenceofher

husband・Asobservedinthepreviouspaper，thenotationhasthefollowing

characteristicstopresentthedancefromvariousperspectives：１）themovementsof

thebodyclearlyshownbypictures，２）thenotationofthemovementsandthemusic，

３）thecombinationofthepicture-figurenotationfugonotation，andthesymbols

consistofthenotatｉｏｎｏｆ“Shudun,',４）theexplanationofthedance，５）thesongs，

and６）ｔｈｅｗａｙｔｏｄａｎｃｅ．

１「諸屯」舞踊について 作品の一つである。

「諸屯」舞踊に使用されている音楽は，『｢仲間

節」「諸屯節」「しょんがない節｣』の三曲で，舞

踊作品の構成は三つの曲からなる三部構成である

(三つの音楽については本紀要の末尾の楽譜を参

照のこと)。

舞踊曲の三曲の歌詞は次のように歌われている。

この踊りは手具（小道具）を持たない素手で踊

ることから「女手踊り」と呼ばれており，女踊り

の表現形式と表現手法の基本的要素をもつ踊りで

あり，古典女踊りの中でも踊りの表現的内容およ

び表現技法の特色を有しているもので，典型的な

＊Phys、Educ.，ColLofEducation，UniversityoftheRyukyus．
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２諸屯舞踊の歌詞 ３歌詞解説3）

『(1)「恋のなやみを他人に語ることができよう

か。そよ風と一緒にこっそりお会いしに行

こう」の意。

（２）「恋しい人と手枕を交わしている夢からふ

と覚えた。何んとあじない夢であるよ。戸を

繰れば冬の月はすでに西に傾いて，真夜中の

静寂がひしひしと身に泌みる」の意。

（３）「お別れしてから私の面影が浮かびました

から，添寝の料にして下さい。馴染んだ移り

香は袖に泌みて居ましょう程に」『また，こ

の「諸屯節」は，古典音楽中でも次高峰に属

するもので作田節，首里節，ぢゃんな節，暁

節と並んで「前の五節」又は「昔節」と呼ば

れる｡』

ウムクトウヌアナインニスカタリミ

（１）思事の有ても他所Iこ語られみ

ウスカジトウッイリテシヌデイヲウガ

簿風と連れて忍で拝ま

－出羽踊（仲間節)－

Umukutunuatin

Yusunikataratimi

Usukajituchiriti

Sinudiwugama （njifaudui）

－(Nakamabushi)－

ピ ユミヌツイリユ

（２）枕並べたる夢のつれなさよ

ツイチイリテイフュヌヤフアン

月や西下ｶｺﾞて冬の恋し夜半

一中踊（諸屯節)－

４「諸屯」舞踊の解説

『｢諸屯」の踊りは古典舞踊中の最上級の一つで，

「枕並べ……」のところの「まくら手」や
サンカクミンチ

「三角目付」の所作Iま絶妙である｡』3）

『……独り寝の女のかなしい心情をうたったもの

と解されるが，こうした歌詞内容に振りつけら

れた女踊り「諸屯」であってみれば，踊りも当

然，女の哀愁にみちた「愁い」の踊りといえる。

そして踊り自体にも「愁い」に身をつつむ女の

色気（情緒）がにじみ出ていなければならず

「愁い」の中から漂い出てくる色気（情緒）が，こ

の踊りの重要な用件としてのぞまれてくる｡』,）

『[みどころ］上にのべたような，色気（情緒）

にみちた女の「愁い」の表現は，「諸屯節」の

冒頭の詞「枕なら……」のところでなされる

「三角目付」（さんかく．みぢち）によって最高

に表現されるのだが，この「三角目付」は，ま

た「諸屯」の踊りの中でももっとも特徴的な所

作であり，かつ踊りの技術的な面でも難所とさ

れている｡』3）と述べられている。

阿波根は”，

『(評釈)……恋に悩む女のやるせない感情を表現

し，荒涼感の漂う夢幻美を構成する……』『(評

釈）を枕を並べて語らった夢は覚えてはかない。

驚いて軒先に出て見れば，荒涼たる冬の月が，

やがて西に没しようとしている，という情景で

Makuranarabitaru

Yuminuchirinasayu

Chichiyairisagati

FuyunuKuishiyafan（Nakaudui）

－Shudunbushi-

テイケムカジヌ トジミシヨリ

（３）Ｂりて面影の立たば伽召しやうれ

訓jlLし筍瀞鋪も有8６

一入羽踊（しょんがない節)－

Wakatiumukajinu

Tatabatujimishori

Narishiniui

Sudiniuchuchiamunｕ（irifaudui）

－Shongan6bushi-
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ある。失恋の女，あるいは愛人に死なれ失意の

女の，悲哀と苦悩，人の胸に迫るような感じが

する｡』と記している。

西平勤は次のように述べている。

『……中踊りの諸屯節は更年期女性の空欄の悲哀

を象徴的に表現した踊り……｡』

『この踊りの見どころとしては，最初の「枕なら」

までの「三角目付」は夢見る心地を表現し

「びたる」で思い出の異性に右手をかけ，また

これをとりｶｺﾍて左手に枕をおきかえる象徴

的動作は，何れの国の踊りにも見出せない最

高級のもの……｡』『……更に「夢のつれなさ

や」で「思い入り」深く，ついて廻りさらに，

「月も西下がて」で「月見手」をかざして，恩

入れをするところ，あるいはハヤシの「ユー

サーレー」両手をくみ，ふりかへって恩入れ

をするところ，最後の「抱き手」などが見所…．.』

めつつ“わびしさ，'をかみしめて耐える女のさり

げない表象」一切ない“わびしい''“思い''で

ある。……でもあなたの匂いをこの袖に移してあ

りますもの。－

この踊りについては，先述のようにすでに1986

年に，本紀要第20集に詳細に記述した。

また，すでに報告したように古典女踊りの典型

的な様式と女性の感情表象を内容としており,技

法においても，他に比類のない例えば「三角目付」

などがあり，舞踊コンクールの最高賞の課題作品

でもある。

６「諸屯」の踊り方と組立て

この踊り方は，「諸屯の全体構造」と照合して

見ていただきたい。

[１］出羽「仲間節」（１～451コマ：８ミリ

フィルムのコマ数）５「諸屯」の表現内容について

上記したように，歌意および踊りについては専

門的立場から各人の解説がなされている。歌詞と

歌意からこの踊りの表現内容をとらえようとすれ

ば，当然文学的見地からこの歌の意味と歌心を踊

りでどのように表現するかに焦点がしぼられるで

あろうと解される。

言うまでもなく舞踊は人間感情の表現形式であ

り，踊り表現（振り）はこの感情の発露・表出

(expression）としてのFillingformである。し

たがって，この踊りの表現内容は歌詞の意味，歌

心を土台として受けとめ，かつ消化しつつ，主題

である「女心の"さびしさ''"なげき''“わびしさ”」

の感情を舞踊作品の全形に組みいれていくのであ

る。舞踊表現は感情の表現であるという意味で，

舞踊作品「諸屯」の表現内容を次のように示す。

①「出羽踊りと中踊り」は，「人恋うろ内面

的な“思い，'をこめた女の“さびしい''心情」－

夢からさめ，はっとして窓を開けると西に傾いた

月光がさつ－とさしこんできた。胸をかきたてら
chimumＣｌＤｉｌＴｂＵｎａＴｐｎ

れる思いである『チムンチムナラン』。ああ…･･･

あの月がこの“思い,'（胸の中）を知ってくれるであ

ろうか……。

②「人羽踊り」は，「わが身とわが心をなだ

下手奥から上手前への斜線上をすり足で歩いて，

舞台中央寄りに位置し，“女立ち，'となる。

[２］出羽踊り（452～3491コマ）

（１）“女立ち''から動きの開始（始動：first-

motion)。上手前への斜線上を左足から５歩ある

き，右足を曲げて出し上体をやや右にたおしなが

ら左足を前方へすり出し，つま先を上げ体を前方

に押し出しながら，左足に右足をそえて突く。上

体をゆっくり正常位にもどす｡

（２）左回りして，上手から下手への斜線上を左

足から左一右一左一右と４歩あるく。

（３）左回りすると同時に右足に重心をかけて膝

を曲げ，左足を左斜前方へすり出し，体を左斜方

へねじり向ける（左ガマク入れ)。左足に右足を

そえながら体を前方へ押して突き，上体をゆっく

り正常位にもどす。

（４）左足を深く曲げて右足を右斜前方へすり出

し，体を右斜前へねじり向け（右ガマク入れ)。

右足に左足をそえながら体を前方へ押し出し，ゆっ

くり上体を正常位にもどす。

（５）左回りして左足から左一右一左一右と４歩

－１６７－
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下手へ向かって進み，左回りして上手前へ向き

"女立ち"となる。

（６）＜後奏＞"女立ち"から，動きの開始（始

動）に入り，左足から中央へ２歩進み３歩目の左

足で左回りして中央奥へ向き左足から８歩あるき

ながら中央部で後向きに"女立ち"となる。

をといて体側にもどす。

（７）中央奥へ向かって，左足から６歩進む。

＜間奏＞

（８）“月見手"・左足を左斜前に出しながら左

手を右斜前へ上げ，両膝を曲げながら，上体を前

方へ向けつつ，左手を右横から左斜前へ移動させ

両膝をやや伸しながら，左手のひらを左前に向け

て顔面上部でとめて"月見手卯となる。

“月見手,'のポーズのまま，両膝をゆっくり曲

げながら両ひざまげで座わり，ゆっくり立ち上が

り，右斜前へ右足を出して膝を曲げながら上体を

前方へ向け（左ガマク入れ）左足をやや右足方向

に移動させてから左足より舞台中央前へ７歩進み，

次いで右足をまげて出し，左足を前方へすり出し

(つま先上げ）左足に右足をそえながら，体を前

へ押し出して突く。

次いで，左回りしながらゆっくり左手をおろし，

中央奥へ向く。

（９）左一右と２歩中央部へ進み，左回りをして，

前方へ向き両手を体前でそろえる。（両手とも袖

口をつかむ）右膝を深くまげて，左足を左前方へ

すり出し（つま先あげ）体を左斜前へねじりむけ

(左ガマク入れ）左足に右足をそえながら，体を

前方へ押し出して突き，上体を正常位にもどす。

00左膝を深くまげ，右足を右斜前へすり出し

(つま先あげ）上体を右斜前へねじり向け（右ガ

マク入れ）右足に左足をそえながら体を前方へ押

し出し突き，上体を正常位にもどす。

左回りしながら，両手を体側にもどして中央奥

へ向く。

⑪左足から８歩中央奥へ進む。

（１，“抱き手''。（左斜上抱き手）左回りしな

がら，両手を右横から体前へ解緊して降しつつ，

右膝をまげて左足を左斜前へすり出し（つま先上

げ）左足をそえながら，両手を左斜上へ上げ，ア

クセントとともに“抱き手'，のポーズとなる。

（１３両手を左斜上から体前へ解緊して，降しな

がら左膝を深くまげ，右足を右斜前方へすり出し

(つま先あげ）両手を右斜上にあげながら，右足

に左足をそえアクセントとともに“抱き手”のポー

ズとなる。

両膝をまげながら，両手を体前におろし右足を

１歩出しながら，両手を上にもちあげ，両膝を曲

[３］中踊り「諸屯節」（3492～16658コマ）

（１）＜前奏＞で"女立ち,'から始動。左回りし

て舞台前方へ向き，“女立ち''となる。

（２）“三角目付，'ち。“女立ち，，のまま三角目付

ちを行う。（１３「諸屯」の踊り図７－①②③）

（３）“枕手,，（右手枕)。“女立ち''から右足を前

に出すと同時，両手を体前に出し両手を上にあげ

て，右足に重心を移して曲げながら左足を左斜前

にすり出し，（つま先上げ）同時に，右手を耳元

にそえ，左手を左斜下へ降して“右手枕''となる。

次いで，左手を上へあげて手をこれり押しあげて

左斜下へ降ろす。左掌をもちあげるように外側へ

回して手をこれる。

（４）左手枕。左足を右足前に出しながら，両手

を体前におき上へもち上げて左手は耳元へ右手は

右斜下に降ろしながら左膝をまげ，右足を右斜前

方すり出し（つま先き上げ)，“左手枕"となる。

右手を上へあげながら右足をひき，両手を

こねらせて両膝をまげ，両手を頭上へ押しあげて

"女立ち”となりながら，両手を上から下へおろ

す（け－し手，こねり手)。

（５）“袖とりあごあて,,。左足を引き，右足を

右横に一歩出しながら，左手で袖口をつかみ，あ

ごにあてて左足を出し，両膝を曲げながら上体を

正面へ向け（ガマク入れ)，左足から中央前へ９

歩進み，右足を曲げて出し，上体をやや右にたお

しながら左足を前方へすり出し（つま先あげ）体

を前方へ押し出しながら突く。上体を正常位にも

どす。左回りして中央奥へ向きながら，左手（袖

とり）をゆっくり下へおろす。

（６）“指組み，,。舞台中央へ，左一右一左と３

歩進み，両手を体側より頭上へあげ，右足を左足

前に出しながら，両手の指を組みつつ体前へ降ろ

し，左足に右足を交差して体を前方へ向けて見る。

右足を右に出しながら，舞台中央奥へ向き両指

－１６８－
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げながら“両手をこねり”，“女立ち，Ⅲとなりな

がら両手を上へ押しあげて体前を通して体側へも

どす。

７「諸屯」の舞台上の移動（図１）

［出羽］登場，踊りの開始（前奏）

[４］入羽踊り「しょんがない節」

（16475～18022コマ）

１．女立ち・出羽終止，出羽踊りの開始（フレー

ズ①の開始）（歌）

２．左足つき，左まわり（フレーズ①の終止，フ

レーズ②の開始）

３．左まわり・ガマク入り（左・右）左まわり

（フレーズ②の終止，フレーズ③の開始と終止，

フレーズ④の開始）

４．左まわり・女立ち（フレーズ⑤の終止，「出

羽踊り」の終止，「出羽踊り」の後奏の開始）

５．女立ち（出羽踊りの後奏の終止，「中踊り」

の開始・始動・左まわり女立ち（前奏)）

６．女立ち・三角目付（フレーズ①の開始と終止）

枕手（左手，右手まくら）け－し手・こねり

手・女立ち（フレーズ②の開始と終止）袖・

あごあて（フレーズ③の終止）

７．袖・あごあての終止・左足つき，左まわり，

（フレーズ③の終止，④の開始）

８．右まわり・指くみ，左まわり（フレーズ④の

終止，中央奥へ歩行）（間奏）

９．左まわり・月見手・座りポーズ（フレーズ⑤

の開始）

10．月見手の終止・左まわり（フレーズ⑤の終止）

中央奥へ歩行

11．左まわり・袖あわせ・ガマク入り（左右）左

まわり（フレーズ⑥の開始と終止）

12．左まわり・抱き手（左斜上，右斜上)，け－

し手・こねり手・女立ち（フレーズ⑦の開始

と終止）「中踊り」の終止

13．女立ち・始動「入羽踊り」の開始（フレーズ

①の開始）

14．左足つき・左まわり（フレーズ①の終止，②

の開始）

15．角切り・左まわり（フレーズ②の終止）

16．袖とり・ポーズ，右まわり（フレーズ③の開

始）「入羽踊り」の終止｛｢入羽」退場，踊り

の終止｝（後奏）

（１）“女立ち”から動きの開始（始動)，左足

から３歩中央前へ進み，右足をまげて出し左足を

前方へすり出し（つま先あげ）左足に右足をそえ

ながら，体を前方へ押し出して突き，上体を正常

位にもどす。

（２）左回りして左足から３歩進み，上手前から

下手奥への斜線上に左足で立ち左回り（角切り）

して下手奥に向く。

（３）“袖とり，'・左足から４歩進み，左足をま

げて出しながら，両手で左右の袖をすくいとり左

足に右足をそえながら上体を上手前に向けて“袖

とりポーズ，'となる。

上体を下手奥へ向けながら右まわりして，両手

の袖をゆっくり降して，手を体側にもどして下手

奥に向く。

[５］入羽（18023～18478）

右足から下手奥へ向かって退場する。

IlJ央奥（後jEmi）

上手奥下手奥

５．６．９．１２．１３

り

上手
下手

正面

下手前 上手前

正面（中央前）

図１「諸屯」の舞台上の踊り軌跡概略図

-１６９－



8 "SIlUDUW'

OUTLINE OF "SHUDUN"
"Shudun," a masterpiece of woman's dance, is well known as onc of "Tr­

Udui" (woman's classical hand dance), which is performed with no properties.
Characteristic hand-techniques are as followed: 1) "Suditui -Agua ti 11 (the left
hand with the sleeve on the chin), 2)"Makuradi"(pi11ow hand), 3)~Chichimidi"

(looking up the moon with a hand), and 4)"Dachidi rt (embrace hand). Besides
those hand-techniques, an eye-technique also contributes an important
portion to the dance: "Sankaku-Mejichi," exprcssing the woman's feeling and
passion with no movements but with only her eye-movements.

The theme of "Shudun tt is expressing a woman's burning passion, which she
keeps under control, and the compressed feeling in an art of stillness.
Three songs are performed to represent the theme: 1) "Nakama-bushi," 2)
"Shudun-bushi," and 3) "ShonganS-bushi."

LYRICS OF "SHUDUN tt

l)Umukutu nu atin
Yusuni katararimi
Usukajitu chiriti
Sinudi wugama

2)Makura narabitaru
Yuminu chirinasayu
Chichiya irisagati
Fuyunu (KuishD yafan

3)Wakati umukajinu
Tataba tujimishori
Narishi niui
Sudini uchuchi amunu

9 CHOREOGRAPHY OF "SHUDUN tt

(Nakama-bushi) - Njifa-udui

(Shudun-bushi) Naka-uduj

(Shonganc-bushi) Irifa-udui

"Njifa"(entrance) - l)hand on each side then slide walk towards the center
(Fig.I-II), 2)stretch the left leg with toes up (Fig.12-14).

«1») - l)twist the left foot inward (Fig.15-16), 2)walk 7 diagonal steps
to the left starting with the left foot (Fig.17-23), 3)cross the right
foot over the left then stretch the left leg; close the feet with the
right (Fig.24-28), 4)make a small half turn to the left (Fig. 29-34) ,
5)walk 4 steps starting with the left (Fig.35-38), 6)make a small quarter
turn to the left; place the right foot a little forward over the left then
stretch the left leg to the side with toes up (Fig.39-16), 7)maintaining
the feet position, twist the body to the left then close the feet with the
right (Fig.47-50), 8)twist the body to the right then stretch the right leg
to the right side; twist the head then to the same direction and close the
feet with the left (Fig.51-57), 9)make a small half turn to the left (Fig.
58-62), lO)walk 4 steps starting with the left (Fig.63-66), ll)make a
small quarter turn to the left (Fig.67-71), 12}stretch the left leg to the
side (Fig.72-73).
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«2» - l)twist the left foot inward (Fig.74-75), 2)make a small quarter
turn to the left (Fig.76-BO), 3)walk 2 steps starting with the left (Fig.
81-85), 4)step the right foot then stretch the left leg to the side (Fig.
86-89).

«3» - l)make a small half turn to the left then stand on the female
standing form (Fig.90-96), 2)twist the left foot inward then stand on the
female standing from (Fig.97-101).

«1» - l)maintain the standing form (Fig.l02-106), 2)maintaining the form
still, move the head little to the right (Fig.107-113), 3)do the previous
sequence again to the left this time (Fig.114-121), 4)twisting the left
foot inward, step forward and close with the right while clapping slightly
at the left side (Fig.122-125), 5)step the left foot a little to the side
while moving the hands up (Fig.126-129), 6)stretch the left leg to the
side while lowering the left hand to the side and maintaining the right at
the head level with palms up (Fig.130-132), 7)maintaining the feet and
right hand position, do the left hand front "konerite" until down to the"
side (Fig.133-141), 8)move the hands to the center in such a way that
palms face each other (Fig.142-145), 9)join the middle and the thumb of
each; raise both hands up on the left side doing the two-hand "konerite";
stretch the right leg to the side and lower the right hand down while the
left moves up to the head level (Fig.146-154), 10)maintaining the feet and
left hand position, do a half right hand "konerite" (Fig.155-156), 11)close
the feet together then do a two hand front nkonerite"; stand on the female
standing form while lowering the hands (Fig.157-I63).

«2» - l)step the right foot backwards; face right then hold the left
sleeve of the kimono with the left hand and move the hand to the chin;
turn the face to the left then close the feet with the right (Fig.164-172),
2)8 slide walk forward starting with the right (Fig.173-I82), 3)do the
left leg thrust (Fig.183-187), 4)make a small half turn to the left while
lowering the left hand to the side (Fig.18B-195), 5)walk 2 steps starting
with the left (Fig.196-197) , 6)make a small half turn to the right while
moving the hands up then cross the hands at the waist level (Fig.198-206),
7)uncross the hands while moving them to each side (Fig.207-21I), 8)walk 5
steps starting with the left (Fig.212-216), 9)cross the left foot over the
right then make a half turn while moving the left hand up to the head
level in the "tsukimite" form (Fig.217-22B), 10)maintaining the hand
position, lower down with the right knee almost to the floor then stand up
again (Fig.229-233), 11)move the left hand to the right side then back to
the left side again (Fig. 234-Z37), 12)walk 3 steps forward starting with
the left then do the left leg thrust (Fig.238-244), I3)make a small half
turn to the left while lowering the hand down (Fig.245-250), 14)walk 3
steps starting with the left (Fig.251-253), 15)make a small half turn to
the left while gathering the hands close-fisted at the center; stretch the
left leg to the side then close with the right foot (Fig.254-263)~

16)stretch the right leg to the side then close with the left (Fig.264-269),
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17)make a small half turn to the left while lowering the hands to each
side (Fig.270-275), 18)walk 4 steps starting with the left (Fig.276-279),
19)make a small half turn to the left while moving the hands with open
palms to the head level and at the same time stretching the left leg to
the side; close the feet with the right foot (~ig.280-289), 20)stretch the
right leg to the side while moving the hands down once then up to the
right side; close the feet with the left (Fig.290-298), 21)10wer the hands
to each side once then do the two hand "konerite", and stand on the female
standing form while moving the hands down (Fig.299-309).

«3» - l)twist the left foot inward (~ig.310-311), 2)walk 5 steps forward
starting with the left then do the left leg thrust (Fig.312-320), 3)make a
quarter turn to the left (Fig.321-325), 4)walk 2 steps starting with the
left (Fig.326-327), 5)make a small quarter turn to the left (Fig.328-332),
6)walk 3 steps starting with the right (Fig.333-335), 7)with the right
foot over the left, move the hands up to the breast level; lower the hands
while crossing the left foot over the right and at the same time twisting
the body to the left (Fig.336-344), 8)turn to the right; move the hands to
the front of the body with palms up then lower them to each side (Fig.345­
351) .

"Irifa"(exit) - l)holding each hand at the side, slide walk towards the
exit (Fig.352-360).
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１２諸屯舞踊の構造 諸屯舞踊の

出羽（登場）下手奥から上手前への対角線上を上手前へ歩行

［'］’舞台中央寄りに女立ち…………………………………………………………………………

（
導
入
部
）

｢甥1,
3039コマ

約２分49秒

(1)始動，上手前へ歩行，左足つき……………………………………………………………

(2)左まわり，下手奥へ歩行，左まわり……………..…･………………………………………

(3)左がまく入れ………………･………………………………………………………..………

(4)右がまく入れ……………………………………………………………………………………

(5)左まわり，下手奥へ歩行，左まわり，女立ち……………………………･…･…･…………

(6)始動，舞台中央部へ歩行，左まわり，中央奥へ歩行，女立ち･………………･……….

中踊り

[3］’

(1)始動，左まわり女立ち･…･………………………･……………………………………………

(2)三角目付：女立ち，目付……･……･……………･…………………………..………….…

(3)右手枕…･…･………･……………………………………………………………………………

(4)左手枕：（け－し手・こねり手）…………………………………………･……………..…

(5)袖あごあて：袖あごあて，中央前へ歩行，左足つき，左まわり………………………

(剛續《…熱へ鯵編……精《…わ，}…………(7)中央奥へ歩行

(8)月見手：月見手，両ひざまげ座り，立ちあがり中央前へ歩行，

左足つき，左まわり，中央奥へ歩行

(9)左がまく入れ：左まわり，左がまく入れ（袖合わせ）…………………………………

…<入……･…(総…)}…………………⑪中央奥へ歩行

⑫抱き手：左まわり，左斜上へ抱き手………………………………………………………

(1Ｊ抱き手：右斜上へ抱き手（け－し手，こねり手，女立ち）……………………………

11500コマ

約10分38秒

（
主
要
部
）

蛍T鍵覆iii擾琶ＷＬ二二〕二二鯛”晩隠鰹鴬裟繍と,…季繭鬮…
’わり,下手奥へ向く

入羽(退場)－下手奥へ向かって歩行・退場…･………･………･……………………………………………

［５］

（
終
結
部
）

－１８４－



金城：琉球舞踊譜(8)

~蚕7$;W;~彊司 (その１）

……函の前奏……………………………………………１４５１…………451……………………………25秒
……思事いあていん（ヨー）間奏……………………(1)452～1311…………859.……･･…………………約48秒

……ゆすに語らりみ（間奏）…………………………(2)1312～1865…………553……･…………･……･…約31秒

……面影と（間奏）………･…･……………………….(3)1866～2177…･･…･…311……………………………17秒

……連りてい忍で（間奏）・…………･……………･…(4)2178～2483…………305…………………………約17秒

……拝ま（ヨーンナー)(間奏）………………………(5)2484～2992…………508.…･……………………･約28秒

……函の後奏……………………………………(6)2993～3491…………498…………………………約28秒

……匿亟]の前奏……･……………………………．(1)3492～3751…………259……………………………14秒

{蕊〔艫)(ｱｰ)ら(間奏)｝………………(2)3752~6717………(2965~1482)……………1分37秒
……びた（間奏）………………………………………(3)6718～7134…………416………･…･………･………23秒

……（アー）る（間奏）………………………………(4)7135～7878…………743………………･……･…･…41秒

{鑓ﾔ簡騨{勢学醗亨繼)(間奏)）………(5)7879~10216………2337………………………2分16秒

………-)(鬮舅ﾙ………{liIII墓｡}:;::::::::iii:;:'二!；:二:::ｉｉｉｉｉｉ二::二:::!：

{鴬)(麗)い,(間…鰔(闘舅)}…(8)us……關溺……－…
……てい恋し・「冬い」（間奏）…･………………･….(9)13853～14097…………244…………………………約14秒

……(闘襄)んロー)(臓襄》｛WIilW｡墓I川:鰯:！;:::::::二:::::二二i;:鰯
……（リ、サー)(間奏）・……………･…･……………(l2l15281～15754…………473……………………………26秒

……（トヌシヨー）……………………………………03115755～16474…………719……･…..………………約40秒

……別て面影ぬ（間奏）………･…･…･………………(1)16475～16658…………183……………..……･………10秒

……立たはとじみしより（間奏）……………………(2)16659～16926…………267.……･……･……………約15秒

{鰯:W鱗とｻﾞｰｯｰﾙ……'…-1`o"……､'5……………

{{i二三差:蒜|曇…~》}……'``………蝉………………
[総コマ数……………………16996コマ……………………約14分55秒］

－１８５－
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出羽(登場)－

['］’
下手奥から上手前への対角線上を上手前へ歩行

舞台中央寄りに女立ち

(1)始動，上手前へ歩行，左足つき

(2)左まわり，下手奥へ歩行，左まわり

(3)左がまく入れ，

(4)右がまく入れ

(5)左まわり．下手奥へ歩行，左まわり，女立ち

(6)始動，舞台中央部へ歩行，左まわり，中央奥へ歩行，女立ち

前奏（仲間節）（１～451）

（
導
入
部
）

出羽踊り (452～3491）

[２］ 歌

後奏

前奏（諸屯節）中踊

[３］

(1)始動，左まわり女立ち

(2Ｅ角目付：女立ち，目付

(3)右手枕

(4)左手枕：（け－し手・こねり手）

(5)袖あごあて：袖あごあて，中央前へ歩行，左足つき’左まわり

(6脂くみ：中央部へ歩行，右まわり，正面向き，指くみ，左まわり

(7)中央奥へ歩行

(8)月見手：月見手，両ひざまげ座り，立ちあがり中央前へ歩
行，左足つき，左まわり，中央奥へ歩行

(9)左がまく入れ：左まわり，左がまく入れ（袖合わせ）

00右がまく入れ：右がまく入れ，左まわり（袖あわせ）

⑪中央奥へ歩行

⑫抱き手：左まわり，左斜上へ抱き手

⑪抱き手：右斜上へ抱き手（け－し手，こねり手,女立ち）

り

(3492～16474）

主
要
部

歌

後奏（しょんがない節）

歌（16475～18022）入羽踊り (1)始動中央前へ歩行，左足つき

(2)左まわり，下手奥から上手前の対角線上へ歩行左まわり
（角切り）下手奥へ向く（左まわり）

(3)袖とり：下手奥へ歩行，両手で袖とりポーズ上手前向き，
右まわり，下手奥へ向く

下手奥へ向かって歩行・退場

［４］

(18023～18478）

（
終
結
部
）

人羽(退場)－ 後奏

[５］

－１８６－























































金城：琉球舞踊譜(8)

文献 やで風」～舞踊譜体系化をめざして～琉

球大学教育学部紀要第19集第２部ｐｐ８８
～721975

20）金城光子沖縄の踊りの表現特質に関する研

究(2)～古典舞踊「諸屯」について～琉球

大学教育学部紀要第20集第２部ppll7～
1621976

21）金城光子沖縄の踊り(2)～古典舞踊「諸屯」

～舞踊譜の体系化をめざして～琉球大学教

育学部紀要第20集第２部ppl63～209
1976

22）金城光子沖縄の踊りの表現特質に関する研

究(3)～男踊りについて～第29回日本体育

学会大会号pl821977

23）金城光子沖縄の踊りの表現特質に関する研

究(3)～古典舞踊「高平良万歳」について～

琉球大学教育学部紀要第21集第２部

pp33～961977

24）金城光子沖縄の踊り(3)～古典舞踊「高平

良万歳」～舞踊譜の体系化をめざして～

琉球大学教育学部紀要第21集第２部

pp97～1581977

25）金城光子沖縄の踊りの表現特質に関する研

究(4)～古典・女踊り「伊野波節」について

～琉球大学教育学部紀要第27集第２部

pp213～2451984

26）金城光子沖縄の踊り(4)～古典舞踊・女踊

り「伊野波節」～舞踊譜の体系化をめざし

て～琉球大学教育学部紀要第26集第２部

pp73～1241983

27）金城光子・花城洋子舞踊動作の表現リズム

に関する研究～琉球舞踊とインド舞踊のＥ

ＭＧパターンについて～琉球大学教育学部

紀要第23集第２部pp61～831979

28）金城光子・花城洋子舞踊動作の表現リズム

に関する研究［Ⅱ］～琉球舞踊・日本舞踊・

インド舞踊の筋放電及び呼吸パターンについ

て～琉球大学教育学部紀要第24集第２部

pp50～601980

29）金城光子・花城洋子アジアの民族舞踊に関

する比較舞踊学的研究～舞踊動作の表現リ

ズム［Ⅲ］～琉球舞踊・日本舞踊・インド

舞踊の筋放電及び呼吸パターンについて～

１）沖縄美術全集刊行委員会沖縄タイムス社

（1989）

２）琉球びんがた歴史と技法琉球びんがた事業

協同組合山陽印刷１９８７

３）芸術祭運営委員会芸術祭総覧沖縄タイム

ス社１９６３

４）琉球古典舞踊の型芸術祭運営委員会沖縄

タイムス社１９７６

５）中山盛茂編集琉球史辞典琉球文教図書株

式会社１９６９

６）沖縄県工芸振興センター沖縄の伝統工芸新

報出版印刷１９７９

７）真栄田義見三隅治雄源武雄沖縄文化史

辞典東京堂出版１９７２

８）宜保栄治郎琉球舞踊入門那覇出版社

１９７９

９）沖縄伝統芸能の会琉球舞踊一鑑賞の手引一

沖縄県商工労働部観光・文化局文化振興課

1985

10）陳武雄台湾民族文物図録中華民国７０年

６月台中市立文化中心収蔵

11）山内盛彬民族芸能全集Ⅲ琉球の舞踊と護

身舞踊民族芸能全集刊行会1963

12）三隅治雄沖縄の芸能邦楽と舞踊刊1969

13）与那覇政牛ふるさとの歌南西印刷1962

14）金城光子沖縄の民俗舞踊に関する研究

一運動表現特質について－第24回九州体育

会抄録1974

15）金城光子沖縄の踊りの表現特質に関する研

究一古典女踊りについて－第26回日本体育

学会抄録Ｐ1941975

16）石野径一郎琉歌つれづれ株式会社東邦書

房（1973）

17）金城光子沖縄の民俗舞踊に関する研究

～運動表現特質について～第26回日本体育

学会抄録Ｐ1941975

18）金城光子沖縄の踊りの表現特質に関する研

究(1)～古典舞踊「かぎやで風」について

琉球大学教育学部紀要第19集第２部ｐｐ５１

～671975

19）金城光子沖縄の踊り(1)～古典舞踊「かぎ

－２１３－
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42）金城光子琉球舞踊譜(2)～かぎやで風譜～

琉球大学教育学部紀要第37集第２部1990

43）金城光子琉球舞踊譜(3)～古典舞踊かぎや

で風女踊り・老人老女踊り譜～琉球大学

教育学部紀要第41集第２部1992

44）金城光子琉球舞踊譜(4)～男踊り・上り口

説譜～琉球大学教育学部紀要第41集第２

部1992

45）金城光子琉球舞踊譜(5)～女踊り・かせか
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